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四 射 熱 熱 分 解 炉 と 排ガス 処 
理 装置 を 組み 合わ せ た 装 置 を 
用 いて 、 稲 わら 、 牧 草 及 び し 
いた け 廃 ホ ダ 木 等 農林 業 系 副 
産物 を 対象 に 熱 分 解 に より 灰 
化 の うえ 減 容 化 する 。 

四 射 熱 熱 分 解 炉 は 、 粒 状 灰 
の 皿 射 熱 に より 有機 物 を ガス 
と 固形 物 等 に 分 解す る も の 
で 、 炉 内 の 大 部 分 の 温度 は 数 
百度 以下 (セシウム 化合 物 の 
気化 温度 650 で 程度 以下 ) で 
放射 性 セン ウム の 気化 が 抑制 
され る と 考え られ 、 有 機 物 に 
付着 し た 放射 性 物質 の ほとん 
ど を 溶出 性 の 低い 安定 化合 物 
と し て 炉 内 の 残留 固形 物 に 閉 
じ 込 め る 。 

また 、 熱 分 解 炉 以降 の 排 ガ 
ス 処理 装置 内 で 排ガス 中 の 放 
射 性 セン シン ウム 及び ダイ オキ シ 
ン 類 等 の 有害 物質 を 除去 す 










































































公募 に よる 実証 試験 結果 








四 射 熱 熱 分 解 訪 は 、 小 型 試験 装置 を 用 
いた 。 

(1) し いた け 廃 ホ ダ 木 を 破砕 機 で 処理 
し 、0.2m3 サイ ズ の フレ コン バッ ク ご 
と に 処理 する 。 

(2) 四 射 熱 熱 分 解 炉 ( 火 床 面積 0.49m? 
で 、 木炭 及び 市 販 の お が くず の み を 初 
期 熱 源 に し て 、 熱 分 解 処 理 に よる 減 容 
化 を 図る と と も に 、 生 成 した 排ガス は 
排ガス 処理 装置 に より 処理 する 。 

(3) 排ガス 処理 装置 に は 、 処 理 水 ( オ ゾ 
ン 水 を 循環 させ る ) と 活性 炭 を 用 い 、 
排ガス か ら の ター ル 、 ば いじ ん の 除去 
及び ダイ オキ シン 類 等 の 有害 物質 の 
酸化 分 解 と 除去 を 行う 。 

(4) 残留 灰 は 、 運 転 を 停止 し 熱 分 解 炉 を 
放 冷 し た 後に 取り 出す 。 

(5) 装置 の 大 き さ は 、 幅 2.6mX 長 
x 高 さ 4.3m( 写 真 1)。 

(6) な お 、 今 回 試験 に 供し た し いた け 廃 
ホ ダ 木 に 含ま れる 放射 性 セン ウム 濃 
度 は 平均 3.0Bq/kg (現物 ) と 推定 され 
だ 。 










































































さ 8.9m 

















(1) し いた け 廃 ホ ダ 木 1, 595kg(3. 46 mi) 
を 対象 と し て 熱 分 解 処理 を 行っ た 。 当 
該 装置 に よる 熱 分 解 処理 に より 、 減 量 
率 99.2%( 約 1/120、13.2kg) 、 減 容 率 
99. 4%( 約 1/170、0.020 Yi) と な っ た 。 

(2) 処理 後 廃棄 物 等 に 含ま れる 放射 性 
セシウム 濃度 及び 移行 割合 は 、 残留 灰 
399Bq/kg(99. 2%) 、 排 ガス 処理 装置 内 
の ター ル は 12 Bq/kg (0.3%) 、 処理 水 は 
0.1 Bq/kg(0.5%) 及び 活性 炭 は 不 検出 
(0%) で あっ た 。 

また 、 排ガス 中 の 放射 性 セシウム は 
不 検出 で あっ た 。 

(3) 排ガス は 、 ダ イオ キシ ン 類 、 ば いじ 
ん 、 硫 黄 酸 化物 、 塩 化 水素 及び 窒素 酸 
化物 に つい て 大 気 汚染 防止 法 等 で 定 
め ら れ た 基準 値 未 満 で あっ た 。 一 酸化 
炭素 に つい て は 、 基準 を 超え る 結果 と 
な り 、 処 理 が 十分 で な いこ と が 確認 さ 






















































































(4) 処理 後 の 残留 火 、 処 理 水 に つい て 、 
ダイ オキ シン 類 の 含有 量 は 基準 値 未 
満 で あっ た 。 





今回 供 試し た し 
いた け 廃 ホ ダ 木 
の 場合 、1 日 あ た 
り 

661~778kg 
(1.4~2.4 m) 
































〇 1 日 あたり 処理 量 
を 10 トン と する 実用 
機 で あっ て 、6,000 
トン の し いた け 廃 ホ 
ダ 木 等 の 処理 を 想定 
し た 場合 、 機 械 費 込 
み で 、 

















1 トン あたり 
83, 000 円 と 見 込ま れ 
る 。 

















〇 昼夜 連続 し て 稼働 
し 、 必要 な 人 員 は 、 1 
日 あたり 8 名 (日 中 4 
名 、 夜 間 4 名 ) と 見 
込ま れる 。 









































(1) し いた け 廃 ホ ダ 木 を 対象 と し て 、 幅 射 熱 熱 
分 解 炉 に よる 処理 の 結果 、 約 99% の 減量 率 及 
び 減 容 率 と な っ た 。 

(2) 今回 試験 で は 、 供 試し た し いた け 廃 ホ ダ 木 
に 含ま れる 放射 性 セシウム は 、 約 99% が 残留 
灰 に 移行 し 、 熱 分 解 炉 以降 の 排ガス 処理 装置 
内 の 処理 水 、 活 性 炭 及 び タ ー ル へ の 移行 は 約 
1% と 推定 され た 。 

(3) 排ガス は 、 放射 性 セン ウム の ほか 、 ダ イオ 
キシ ン 類 、 ば いじ ん 、 硫黄 酸化 物 、 塩化 水素 
及び 窒素 酸化 物 に つい て 大 気 汚染 防止 法 等 
法令 に 定め る 基準 を 満た し た 。 一 酸化 炭素 に 
つい て は 、 基 準 を 超え る 結果 が 確認 され た こ 
と か ら 、 実 用 機 に お いて は 処理 対応 が 必要 と 
考え られ る 。 

(4) 実用 機 に お いて は 、① 上 記 放 射 性 セン ウム 
以外 の 一 酸化 炭素 な ど 排 ガス 成分 の 処理 対 
応 を は じ め 、 作業 者 の 安全 と 作業 環境 を 考慮 
し た 施工 管理 方 法 、② 減 容 化 等 の 効果 が 高い 
こと か ら 残 留 氷 な ど 廃 乗物 に 含ま れる 放射 
性 セシウム 濃度 を 考慮 し た 運用 方 法 等 に つ 
いて 対応 が 必要 と 推 宗 され る 。 




























































































写真 1 





オゾン を 用 いた 排ガス 処理 装置 付 幅 射 熱 熱 分 解 炉 全 景 
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写真 2 熱 分 解 炉 投稿 








写真 3 熱 分 解 炉 内 底部 











写真 5 処理 対象 物 の 投入 























※1 オゾン を 月 

















旧い た 排ガス 処理 装置 : 
フリ 


























空気 中 の 酸素 か ら 生 成 し た オゾン を 水 』 
※2 幅 射 熱 熱 分 解 炉 : 廃 掃法 の 熱 分 解 設備 の 構造 規定 に 準じ る 装置 で ある こと 。 

















E に 混合 し た 処理 水 と 活性 炭 を 用 い 、 排 ガス か ら の ター ル 、 ば いじ ん の 除去 及び ダイ オキ シン 類 等 の 有害 物質 の 酸化 分 解 と 除去 を 行う 。 





